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微絨毛：VILLIN 陽性、腸吸収細胞：CDX2 陽性、杯細胞：MUC2 陽性、パネート細胞：Lysozyme、DEFA6 陽性、
内分泌細胞：5HT、CGA 陽性、腸幹細胞：LGR5 陽性、M 細胞：GP2 陽性）、粘膜下組織（平滑筋：αSMA 陽性、
カハール介在細胞：CKIT、S100 陽性、腸管神経叢：NF、PGP9.5 陽性）の主要な特異的マーカー発現を認めた
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ことから、ヒト小腸組織構成にほぼ近似した組織構造を有することが示唆された。分化誘導 60 日目以降では、
蠕動運動様の動きも認める自動収縮運動能を有する構造体の存在も確認した。
これらの研究結果により、我々の提唱する分化誘導法で、ヒト多能性幹細胞よりヒト腸管組織に近似した腸
管様構造体が作製可能であることが証明された。我々の作製技術は、消化管臓器の発生過程分析評価の代替法
としてだけではなく、癌を含めた様々な疾患の原因解明とそれに基づく新たな治療法の開発へとつながる重要
な役割を担うと期待される。
 
